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　私はインドを中心に話をさせていただきます。下の
写真は、デリーの郊外の新興の開発地域で、ショッピ
ング・モールの前を牛が歩いているという、現代イン
ドを象徴するような写真です。
　2000年代に入って、インドの経済成長はかなり注
目を集めるようになってきました。先日も、ニュー
ヨークで国連常任理事国入りをねらう国家の一つと
して安倍晋三首相を含めた会合に参加しているモー
ディー首相がニュースに出ていましたが、国際的にも
注目され存在感をもつ国家として評価されるように
なってきています。私がインドの研究を始めた1970
年代、インドというと「精神性」に注目するか、でなけ
ればカーストと貧困を強調するか、という時代でした
ので隔世の感がある昨今です。
　BRICsという括り方をした場合、とくにその政治的
な安定性を比較するといった視点からみると、インド
は他のBRICs諸国とはかなり違う要素がいくつかあ
ります。また、インドがこのまま順調に進めるかどうか
を考えると、国民のなかの格差や不平等がある程度縮
小して、この巨大な国の潜在的な力、つまり十数億人の
規模の経済ができるかという点にかかっていると思い
ます。というわけで、今日はインドの民主主義と国内の
格差の問題、階層の問題を考えながら、BRICsのなか
でのインドの一つの特色を考えてみたいと思います。

比較のために①
──インドの民主主義

　インド人がもっとも好きなフレーズの一つは、「世
界最大の民主主義国」という言葉です。人口だけをみ
ても、あと20、30年経つと中国を抜いて、インドは世
界最大の人口大国になってきます。
　人によって評価は分かれますが、インドの民主主義
は、一定程度の定着はしていると私は考えています。
ただし、なにをもって民主主義とするかというのは難
しい問題ですので、いくつか分けて考えてみます。
　一つは政治的な制度としての民主主義的な枠組み。
つまり、選挙がきちんと実施され、選挙による政権交
代が可能、政党のような団体が認められていて、言論
の自由の下で活動できる、といったことです。これに
関しては、インド独立以前も含めると80年から90年
の伝統がすでにあります。独立後をみますと、普通選
挙制は定着し、いま申し上げたような制度的な民主主
義は、1970年代に約２年間ほど危うくなった時期が
あったもののそれ以外はほぼ一貫して守られてきま
した。おそらくBRICsと呼ばれる国のなかで、この要
件を満たしているのはインドだけだろうと思います。
　それから制度を支える一定の基盤、たとえば活発な
市民社会の活動、メディアによる政府批判も存在して
います。また三権分立もたぶん日本以上にしっかり機
能していて、政府に対してしっかり違憲判決を出せ
る、そういう司法をもっています。司法の重要性は日
本以上です。たとえば公害問題や人権侵害に関して、
被害を受けた当事者ではない第三者が最高裁判所に
提訴して調査をさせる項目も含んでいます。
　三つ目に、言い方は難しいのですが、こうした民主
主義の歴史的な定着を背景に、インドという国家に
とっては、民主主義がある種の神話性をもってきてい
るようにもみえます。日本でも、実態はどうであれ「平
和国家」を数十年標榜していると、その根拠は少々怪
しくてもある種の枠組みを規定してきたということ
があると思うのですが、インドにとっての「民主主義」

報告１

経済成長下のインド社会と政治
「中間層」と民主主義

押川 文子
京都大学名誉教授

ショッピング・モールの前を歩く牛〈デリー郊外　報告者撮影〉



6 CIAS Discussion Paper No. 57 BRICs諸国のいま── 2010年代世界の位相

にも似た面があります。インドの民主主義をどのよう
に評価するにしろ、民主主義というのはインドの国家
に、いわば「織り込みずみ」の価値になってきた、とい
うことです。政治家の発言、政府の文書、行政文書など
など、実態はともかく、また意図しているところはど
うであれ、少なくとも「民主主義」という言葉は入れな
くてはならない、といってもよいかもしれません。
　実態としても、「民主主義」を疑わせるような事象は
数多く経験しているのですが、制度的な民主主義は基
本的に存続してきましたし、政治の大衆化が進むなど
少しずつ進化をしている面もあります。「民主主義」と
いう価値観が国家と社会に一定の定着をみているとい
うことです。現政権の動向も含めて、これからもいろい
ろなことが起きるとは思いますが、インドが完全な独
裁国家になる、あるいは軍政のような政治体制をとる、
ということはあまり考えられない、と私は思います。
　ただし、「これが民主主義だ」と言われていたものが
70年間変わらなかったわけではありません。制度もい
ろいろ変わってきましたが、それ以上に制度を支えて
いる人たち、アクターの組み合わせは大きく変わり、
民主主義の内実も変わってきました。
　ネルー時代と呼ばれている1960年代半ば頃まで、
制度としての民主主義を導入し支えたのは、ネルーが
代表しているような近代西欧型の知識を身につけた
いわゆる「インディアン・ミドル・クラス」と呼ばれた
英語で考えるようなごく少数の人びと、農村の有力
層、インドの民族資本──これは独立後には財閥のよ
うなかたちで成長していきますが、そういったグルー
ブが結合した動きでした。
　1960年代後半から1980年代にかけて、インドは政
治の大衆化を経験します。独立後20年、30年を経て、
ネルー時代よりも広範な人々が、様々な政党を作って
投票行動に参画するようになったということです。
　これはデモクラシーの進化であるとともに、ネルー
時代に比べてインドの政治は賑やかに、ある意味では
混乱とも、いきいきしている、ともいえる状況になり
ます。地域的な主張、カーストや農民といった多様な
軸で結集を図る政党が現れ、ときには流血の事件など
も起こしながら、政治的に新しいかたちを探る時代
が20年、30年続きました。一言でいえばアイデンティ
ティ・ポリティクスなのですが、インドの場合、利害を
ともにしたり社会的な出自をともにしたりする人た
ちが、アイデンティティを掲げた政党を作って制度的
な民主主義に参画する、という傾向がかなり強かった

のではなかったかと思います。
　多くの途上国では、集団的な政治的要求がともする
と議会制民主主義の枠を通り越して、あるいは、そう
した要求を抱え込むほど議会制民主主義が定着してい
なくて、制度外にはみ出して収拾の難しい暴力の連鎖
や独裁政権、軍政などに帰結してしまうことが多かっ
たのですが、インドの場合はかなりひどい暴力や抑圧
があっても選挙という制度はなんとか存続してきたわ
けです。選挙による政権交代は、国家のレベルから市
町村にいたるまでほぼ定着してきました。もちろん、そ
の過程において、多くの暴力的状況も生まれ、弱者か
らみれば「民主主義」とは言えない深刻な事態も何度
も経験しますが、選挙制度自体は崩壊しませんでした。
　ただし、このようにインドの民主主義を評価するに
せよ、「政治制度としての民主主義があっても、大きな
格差や不平等のもとでは民主主義とはいえない」とい
う基本的な問いは、いまも有効だと思っています。言
い換えれば「誰にとっての民主主義だったのか」とい
うことです。この点に関連して基本的には出自集団で
あるカーストや宗教、地域を結集の軸とするような集
団が大きな意味をもつときに、西欧的な民主主義のモ
デルが前提としている「個としての市民」がどう形成
されるのか、あるいは他のかたちの民主主義の基盤が
ありうるのか、という問題もあると思います。

比較のために②
──BRICs諸国のなかのインド

　これまで述べてきたように、インドの「民主主義」の
問題は、政治制度としての側面と切り離せないかたち
で、格差や不平等の側面を持っていますので、経済に
ついても簡単に触れておきます。まず基本的なことと
して、インドはBRICsのなかでは格段に貧しい、とい
うことを確認させてください。購買力平価で見たイン
ドの一人当たりGDPは、中国の約半分という状況です

（資料１－１）。BRICsのなかには、人口が２億程度まで
で一人当たりのGDPがかなり高いグループと、人口も
大きく一人当たりにしてもかなり伸びている中国が
ありますが、インドはまだ圧倒的に貧しいBRICsだと
いうことです。
　資料１－２のグラフは、経済成長率の伸びを国連統
計で、ざっと大雑把に見たものです。ここ数年、他の
BRICs諸国が大いに変動したあげくやや下降気味な
のにくらべて、インドはほぼ横ばいをなんとかキープ
しています。2009年の経済危機も、インドの傷は比
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較的浅い。つまりインドは国際経済のアクターになっ
たとはいえ、まだその程度は比較的浅く、ある意味で
は国際的な経済変動の影響がまだ比較的小さいとい
うことです。ロシアなどの大きな変動の幅にくらべる
と、インドの経済成長は緩やかだとも、安定している
ともいえます。

比較のために③
──経済成長と階層構造

　インドは1991年に経済自由化をしますが、その効
果が実際に目に見えるようになるのはだいたい2000
年前後です。経済自由化がどのように国民生活に反映
しているかを判断するのにもっとも重要な点は、雇
用市場、収入の構造を見ることだと思います。これに
ついては木曽順子さんがきれいにまとめた論文［木曽
2015］が５つのポイントに分けて整理しておられます
ので、紹介させてください。
　一つは、産業構造は大きく変化しているけれども、
就業構造はそれに伴わず、非効率な農業部門が残され
ている、という点です。産業構造をみると、中国が圧倒
的な雇用吸収力をもつ製造業を中心に成長したのに
くらべて、インドは主にサービス業、それも雑多なサー
ビス業が中心でした。また、安定的な常用雇用者はほ
とんど伸びていない。都市部の女性の就業率が微増し
ている程度です。また、インドでは「組織部門」という
用語がつかわれますが、一定規模以上の企業や公務員
雇用で働いている就業者の割合も全就業人口の約７
パーセント程度で、この間ほとんど変わっていません。
　第二点は、にもかかわらず小さな組織部門とイン
フォーマルな非組織部門のうち比較的専門性の高い
分野を中心に、都市部ではホワイトカラー層がかなり
成長し、農村部では1970年代には30パーセントから

40パーセントあった貧困線以下人口の比率が、10パー
セントを切るところまで減少するなど、格差を伴いつ
つも所得上昇もみられたという点です。
　ただ、貧困層の所得上昇は限定的です。最近、宇佐美
好文さんと本を編集しまして、そのなかで宇佐美さん
が全国標本調査という全国規模の大型調査を詳細に
検討してまとめておられますが［宇佐美 2015］、下層
をみると貧困線はクリアしたけれども、そのちょっと
上ぐらいに溜まっています。インドの民主主義にとっ
て最大の課題であった格差の問題という視点からみる
と、都市部を中心に豊かな生活を享受できる人が形成
されているものの、下層の底上げは限定的で圧倒的な
多数は豊かな消費生活を享受するには至っていないと
いうことです。この本のなかには、たとえば食品や着る
物の消費が過去20年、30年でどのくらい伸びたか大
型統計を使ったかなり細かな分析も含まれていますが

［杉本 2015］、［伊藤・押川 2015］、驚くほどインド人は
贅沢になっていない。所得が伸びた分は、社会政策の
貧弱さを補う消費、つまり教育や医療に回されている
のが現状です。

中間層の政治意識①　
──ヒンディー語商業映画

　インドの経済成長については、いわゆる「中間層」の
形成が注目されました。BRICs諸国の政治的安定とい
う視点からみても、どの程度安定的な中間層が形成さ
れているかという点は、おそらく共通する視点の一つ
だと思います。先ほど申し上げましたように、インド
の中間層は形成されてはいるが、その下にはまだ豊か
になれない膨大な人口が存在している、つまり安定し
た中間層が社会のマジョリティとして存在できるの
はまだほど遠い状態です。
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資料１－１　一人あたりGDP（購買力平価 US＄） 資料１－２　最近の経済成長率（2005～2015）
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　中間層について影響力のある論を展開している
Leela Fernandesは、中間層はそれ自体として規定さ
れるというよりも、他者、とくに貧困層との差異化に
よって、そのアイデンティティを得ていると論じてい
ます［Fernandes 2016］。国内では貧困層を他者化す
るということは、自分たちの価値観を共有する相手は
もっとグローバルなところにいると考えることにつ
ながります。比較的力を付けてきた新しいインドのな
かで、世界に通用するような「市民的」価値観でインド
の伝統をもう１回解釈しなおそうとい傾向があるよ
うに思います。それはある意味では、国内での差異化
とセットになったグローバル性といえるかもしれま
せん。なかなか実証は難しいのですが、時代の気分を
反映するものとして映画が面白い、と考えています。
　インドの映画についての細かい話は時間の制約で
省略させていただきますが、2000年代に入ってイン
ドもシネマ・コンプレックスの時代になり、それまで
のワン・スクリーン上映で前提とされていた広範な観
客ではなく、観客ターゲットを絞った映画、とくに中
間層向けの映画が明確にあらわれてきました。ここで
ご紹介する『English Vinglish 』もその一つです。
　この『English, Vinglish』は、日本でも上映されまし
た。ストーリーは資料１－３に書いておきましたが、イ
ンドの普通の主婦がもっている家族愛は、ニューヨー
クのような「世界」でも通用するというストーリーで
す。主人公の「主婦」は、英語が話せなくてコンプレッ
クスをもっていたのですが、ニューヨークの英語教
室で、世界各地から来た人々、とくに「特別視」の対象
となりやすいムスリムやホモセクシュアルといった
人々や「貞節」を重視するインド女性にとってはとて
も厄介な「フランス男性」と友達になり、多様性を認め
ることの大切さを通じて「インドの主婦」としての自
信を回復する、というストーリーです。同時にインド
という社会を再解釈して、インド人として誇りをもつ
というよくできた映画です。この映画は、海外でも評
判になりましたが、国内の興行成績もよく、シネマ・コ
ンプレックスで映画を観るような都市部を中心とす
る中間層、とくに若者や女性の心性の一端を示してい
るように私には思えました。

中間層の政治意識②
──モーディー政権

　では、こうした中間層のインドの「市民的」再解釈と
「インド文化」に対する自信は、政治的にみるとどう

いった意味をもつのでしょうか。そこにはおそらくい
くつかの異なる方向性があると思います。
　一つの方向は、2014年の下院選挙で、モーディー政
権を圧勝させたような方向性です。インドは完全な小
選挙区制をとっていますので、議席獲得率と実際の票
獲得率にはかなりの乖離がありますが、政権支持率は
現在もかなり高い水準にあります。
　モーディー政権は、一言でいえば、新自由主義的な
経済政策とナショナリスティックなイデオロギーを
重ねた政権です。そのナショナリズムの基盤として
強調されるのが「インド固有のすぐれた文化」なので
すが、それはマジョリティの文化、つまりこの政権が

「ヒンドゥーイズム」と想定する文化のことであり、文
化の名においてマイノリティを排除するという方向
をもちやすいわけです。政党としてのインド人民党

（BJP）と連携する形で、かなり暴力的な傾向をもつい
くつかの団体やNGOのかたちで活動するグループな
どが活動しています。政党としてのBJPは、「Make in 
India」といったスローガンを掲げて経済政策に期待を
もたせながら、「ヒンドゥー主義」については、その文
化的な卓越性や国際的価値を前面にしてソフトなイ
メージ戦略をとっているのですが、その背後にはハー
ドな、あるいは暴力的な面を他の団体が担っています。
この複合的なかたちで、右から中道までのかなり広い
層の支持を集めているわけです。
　ソフトな「ヒンドゥー主義」イメージ戦略にとって、
国際性は大きな要素です。つまり、インドには世界に
誇るべき文化があり、欧米の人々もそれを認めてい

資料１－３　English, Vinglish （2012）
監督： Gauri Shinde（女性監督。これが処女作）
制作： R. Balki 他 ／配給： Eros International／主演： Sridevi
概要：Shashiは会社員の夫と私立校に通う二人の子ども、姑
と暮らす料理好きな中間層の主婦。ホームメード菓子を作って
売ったりしているが、英語が話せず、夫や子どもからもばかに
されている。ニューヨークにいる姪の結婚式の手伝いで１か月
ニューヨークで暮らすことになる。悔しい思いをした彼女は一
念発起、英語教室に通う。そこは、フランス、アフリカ、アジアか
ら多様な人々が集い、先生はホモセクシュアル。次第にこの多様
なグループに共感が生まれ、彼女の英語も上達する。Shashiは
何よりも妻の役割を重視しながらも、姪の結婚式では「夫婦は平
等、互いに尊敬して」と英語で挨拶。夫や子どもも反省する。かつ
てのアイドル女優Sridevi の15年ぶりのカムバック映画とし
て話題を集めた。
●家庭しか知らなかったShashi、でもインドの家庭の「愛」、「奉

仕」は、アメリカでも人々を繫ぐ力がある、妻と夫は平等、そ
して女性も努力して能力と自信をつけるべき……という「正
しい」メッセージが楽しくポジティブにつづられる。

　インドの女性規範の「グローバル」、「市民」的な再編物語の典型。
●「中年女性」が主役になる映画。
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る、というわけです。それはインドのマジョリティの
文化の優秀性ということでもあり、マイノリティへの
圧力にもなります。こうした戦略を象徴しているの
が、今年（2015年）の６月に政府主導で大々的に実施さ
れた「国際ヨガ・デイ」でした。ニューデリーの大統領
官邸からインド門にいたる大きな広場をヨガをする
人で埋め尽くして、その真ん中にモーディー首相がい
る、という構図の写真がインド各紙にあふれました。
　ヨガを日常的に実施しているインド人はかなりいま
すが、精神性や「文化」というよりも健康にも気分にも
よい運動として個人個人で取り入れている人が大半で
はないか、と思います。こうした日常的に広い層が親
しんでいるものに、「国際」と名を冠して、公共の、それ
もかなり目立つ公的な場で大規模な集団的パーフォー
マンスとして組織して、その準備段階、当日、後日談ま
でマスメディアだけでなくSNSなど様々なメディア
で喧伝する、というのはまさにBJPらしいの戦略で
す。もちろん世界各地で呼応した催しも行われていま
して、ヨガを介して「インド文化」と、その「担い手」の
BJPを称揚する、という催しでした。
　先に映画『English Vinglish』に言及したときに、「イ
ンド文化」を体現する役の中年の主婦の美徳は世界に
通用するんだ、という映画のつくりを紹介しましたが、
この国際ヨガ・デイにも一脈通じるものがあります。

『English Vinglish』は、人種、ムスリムを含む宗教集団、
個人の性的アイデンティティなど、いささか教科書的
ではあれ、欧米社会で認められてきた人間の存在や生
き方の多様性と親和性をもつものとしてインドの文
化が提示されていました。国際ヨガ・デイにはこうし
たメッセージ性はもちろんないのですが、ヨガ自体は
インドの内外で広い範囲の人々が日々親しんでいる
身体プラクティスで、それ自体は通常では「排外的」な
意味をもつものではなく、むしろ近代医療の限界を補
う伝統的な知恵として受容されているものです。その
意味では、ヨガは、受け入れられやすいシンボルとい
えます。
　私は、『English Vinglish』と国際ヨガ・デイは、かな
り違うメッセージをもちながらも、その両方に共感
する人々もかなりいるのではないか、言い換えれば

『English Vinglish』の市民的イメージは、国際ヨガ・デ
イとも共存できてしまうのではないか、と思えてなり
ません。もし『English Vinglish』の舞台がニューヨー
クではなくインド国内のどこかの街で、実態としての

「多様な人 」々と共存することをアクチュアルに描いた

ならば、この共存は難しかったと思います。BJP政権、
とくに過去において大きな疑惑をもつモーディー首
相が一定の「人気」を維持できている理由のひとつは、
国際性を強調した「文化」の再解釈やその政治的利用
にあるのではないか、ということです。

中間層の政治意識③
──デリーの「市民政党」

　上記とは少し異なる動きとして2015年にデリー
州の州議会選挙で大勝した「庶民党（Aam Aadami 
Party（AAP））」という新しい市民政党を紹介します。
これまでのインドの選挙は、東部の西ベンガル州や南
部のタミルナードゥ州などを除けば、インド人民党と
国民会議派という二つの全国政党に地域政党やカー
スト・コミュニティなどに基盤をおく地域的な政党が
絡んで展開することが多いのですが、今年（2015年）の
デリー州選挙は、汚職追放キャンペーンで一躍政治的
注目を集めるようになったAAPがまさに主役の選挙
でした。イメージとしては、経済成長を経て美濃部都
政が登場する動き、つまり既成の政党ではなくて、都
市の住民が都市の都合で市民政党を作る動きに似て
いるかもしれません。今回の選挙では「パーニー・ビー
ジリー（水と電気）」がスローガンになりました。イデ
オロギーではなく、日常の都市生活を改善してほしい
という住民の要望に訴えたのです。
　私はこの政党が勝った直後にちょうどデリーにい
まして、連日様々な報道がされていました。これまで
インドで「市民」というと、英語をしゃべる、いわゆる

「市民的な人」という感じだったのですが、このグルー
プは「市民」ではなく「庶民」と自己規定しているんで
すね。もちろんかなり広範な層を含んでいるのです
が、ヒンディー語で生活する最下層というわけではな
くそのちょっと上から中間層あたりの人々、日々食べ
るには困らないけれども、けっしてエリートではない
人たちが、SNSやインターネットを使ったキャンペー
ンを展開して大勝利を導きました。反汚職、「水と電
気」、あるいは都市の住環境や災害対策といった日々
の課題を取り上げて結集がみられたこと、既成政党が
組織できなかった「庶民」たちが選挙で大活躍したこ
となど、新しい都市的な政治のありかたを体現したと
いう意味で、注目される出来事でした。
　同時に組織化という点では始まったばかりで、すで
に内紛なども伝えられています。もう一つの課題は、
反汚職、あるいは都市の基盤整備といった誰もが必要
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と認める点で結集した政治の動きが、モーディー政権
が掲げるような「ヒンドゥー主義」にどのよう対応し
ていけるのか、という点です。すでに言及したように、
インド人民党の「文化戦略」はかなり複雑で、市民的な
価値観を取り込む面もあります。いまのところAAPは
是是非非の立場のように見受けられますが、多様性な
人々を「包摂」するために、どこで線を引けるのか、と
いう課題は残っているように思います。

世界最大の民主主義国の未来を握る
「市民主義」のゆくえ

　BRICs諸国の比較、ということで、インドからは「世
界最大の民主主義国」に関連する問題をいくつか取り
上げました。確かにインドの民主主義は手間がかか
り、急速な経済成長には阻害要因となる面もあるかも
しれません。しかし、この多様な要素を含む国家に暮
らす人々にとって、また国家自体にとっても、「民主主
義」は最大のアセットのように思います。いわゆる市
民的な──個人として人権や自由や多様性を認めて、
女性の権利やホモセクシュアル、そういういろいろな
ものを含んだ、ある意味でグローバルな市民的な意識
や権利は、商業映画に描かれて受容されたり、都市「庶
民」政党が勝利したり、とインド社会にかなり浸透し
てきていることを報告しました。
　そしてその「市民主義」には、いくつか危うさもあ
る、とも申し上げました。今日はあまり触れませんで
したが、そういった市民的な感覚に自助の精神とか新
自由主義的な経済政策が結びついてあからさまな能
力主義が喧伝されることもあります。国際ヨガ・デイ
のように、「文化」をまとったナショナリズムにかなり
親和性をもつ事例もあります。同時に、この国の活発
なNGOや言論などにみるように、社会の改革をめざす
具体的な活動に帰結することもあるでしょう。
 この多様な可能性をもつ市民主義が今後どのように
展開していくのかという点に、近いうちに中国を抜い
て世界最大の人口国になるインドが「世界最大の民主
主義国」と呼ばれ続けることができるか否かがかかっ
ているように思います。
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